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数
年
前
ま
で
は
、
「
プ
レ
カ
ッ
ト
は

構
造
体
一
式
で
発
注
」
と
い
う
の
が
一

般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
部

分
的
な
プ
レ
カ
ッ
ト
の
相
談
や
依
頼

が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。 

中
で
も
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
Ｒ
Ｃ
造
・
鉄
骨

造
に
プ
ラ
ス
す
る
様
式
と
し
て
の
利

用
が
増
え
て
お
り
、
弊
社
で
は
こ
の
よ

う
な
難
度
の
高
い
部
分
加
工
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
は
、
混
構
造
で
の
木
材
利

用
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。 

 

今
回
は
、
弊
社
に
よ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
部

分
加
工
建
築
物
件
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

鉄
骨
造
に
木
材
を
プ
ラ
ス 

天
井
面
を
現
し
で
使
用 

 

静
岡
県
焼
津
市
に
あ
る
鉄
骨
造
５

階
建
て
の
事
務
所
ビ
ル
で
、
部
分
的
に

Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
１
階
と

５
階
の
天
井
面
が
化
粧
面
と
な
っ
て

お
り
、
弊
社
で
材
料
の
手
配
か
ら
加
工

を
し
ま
し
た
。 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
厚
み
は
、
１
階
天
井
が
１

５
０
ミ
リ
（
５
層
５
プ
ラ
イ
）
、
５
階

天
井
は
厚
さ
２
１
０
ミ
リ
（
５
層
７
プ

ラ
イ
）
で
す
。
6.5
～
7.5
ｍ
の
ス
パ
ン
に

か
か
る
鉄
骨
梁
が
約
２
ｍ
ピ
ッ
チ
に

配
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
鉄
骨
梁
上
に

載
せ
ら
れ
ま
す
。
１
階
天
井
に
24
枚
、

５
階
天
井
に
45
枚
を
配
置
し
、
最
大
の

サ
イ
ズ
は
幅
２
０
３
５
ミ
リ
、
長
さ
７

３
８
４
ミ
リ
で
す
。 

床
の
ス
ラ
ブ
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
上
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
、
鉄
骨
梁
に
取
り

付
け
た
ス
タ
ッ
ド
と
一
体
化
さ
せ
る

方
法
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

加
工
し
た
木
材
を 

準
不
燃
材
料
に 

 

準
防
火
地
域
に
建
つ
こ
の
建
物
に

は
、
1
階
の
天
井
は<

準
不
燃>

、
5
階

の
天
井
は<

難
燃>

と
い
う
内
装
制
限

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
限
を
ク
リ
ア
す

る
為
、
大
臣
認
定
を
取
得
し
た
水
性
塗

料
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
塗
料
を
塗
布
し
た
木
材
を
「
準

不
燃
材
料
」
と
し
て
使
用
す
る
為
に
は

「
材
種
・
施
工
環
境
・
乾
燥
時
間
」
等
、

細
か
な
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。
手
順
書

に
従
い
、
必
要
な
箇
所
に
カ
ラ
松(

ラ

ミ
ナ)

を
使
用
し
、
弊
社
工
場
建
屋
内

で
塗
装
し
ま
し
た
。
天
候
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
条
件
を
満
た
し
た
環
境

で
の
施
工
が
出
来
ま
し
た
。 

ま
た
、
耐
火
要
求
が
［
１
階
の
柱
・

梁
は
２
時
間
］
［
５
階
の
柱
・
梁
は
１

時
間
］
に
な
る
為
、
鉄
骨
梁
の
耐
火
被

覆
材
と
し
て
ケ
イ
カ
ル
板
を
鉄
骨
梁

上
面
に
施
工
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
対
応
に
は
、
現
場
で
の

施
工
性
を
第
一
に
考
慮
し
、
鉄
骨
梁
に

接
す
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
下
面
に
ケ
イ
カ
ル
板

を
取
り
付
け
る
シ
ャ
ク
リ
加
工
を
し
、

事
前
に
ケ
イ
カ
ル
板
を
留
め
付
け
た

状
態
で
現
場
へ
納
品
し
ま
し
た
。 

更
に
、
鉄
骨
の
丸
い
柱
や
鉄
骨
梁
の

継
手
部
分
等
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
干
渉
す
る
部

分
に
は
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
含
め
て
正

確
な
位
置
確
認
を
事
前
に
打
合
せ
し

ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
予
め
加

工
機
で
切
り
欠
き
加
工
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
現
場
で
の
吊
り
込
み
作
業
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

 

そ
の
他
Ｃ
Ｌ
Ｔ
以
外
に
も
、
難
度
の

高
い
部
分
的
な
木
材
加
工
や
施
工
等

に
も
対
応
致
し
ま
す
。
他
構
造
で
の
活

用
も
、
是
非
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

設
計
開
発
本
部 

河
村 

和
彦 

５
階
建
て
事
務
所
ビ
ル
の
施
工
例
を
紹
介 
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今
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
建
築
物

省
エ
ネ
法
」
の
説
明
義
務
制
度

．
．
．
．
．
．
で
す
が
、

昨
今
の
省
エ
ネ
に
対
す
る
意
識
向
上

に
伴
い
、
既
に
改
正
省
エ
ネ
基
準
以
上

の
施
工
を
試
み
て
い
る
方
は
大
変
多

い
も
の
と
存
知
ま
す
。 

４
年
後
の
２
０
２
５
年
か
ら
は
、
現

状
の
新
築
住
宅
に
対
し
て
の
説
明
義

務
を<

適
合
義
務
化>

と
す
る
動
き
が

出
て
い
ま
す
。
も
は
や
今
後
の
住
宅
の

高
性
能
化
に
つ
い
て
は
〝
超
高
基
準

省
エ
ネ
住
宅
〟
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
わ
ん
ば

か
り
の
流
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
目
標

に
向
け
た
政
府
の
工
程
表
「
地
域
脱
炭

素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。
必
ず
や
戸
数

の
多
い
住
宅
の
高
断
熱
化
が
大
き
な

焦
点
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

  

改
修
も
対
象
に
!? 

 

既
存
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
を
促
す

こ
と
も
課
題
で
あ
り
、
省
エ
ネ
性
能
に

優
れ
た
建
材
等
の
開
発
を
進
め
る
と

共
に
、
耐
震
性
や
省
エ
ネ
性
能
が
著
し

く
低
い
建
物
に
関
し
て
は
建
て
替
え

を
支
援
す
る
事
も
検
討
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
、
憶
測
も
含
め
て

様
々
に
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
来
年
度
以
降
に
は

様
々
な
補
助
金
政
策
が
出
て
く
る
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

 超
高
齢
化
社
会
に
向
け
た 

住
宅
の
在
り
方 

 

先
日
、
日
本
に
お
け
る
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
割
合
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。（
以
下
図
表
１
参
照
）
。「
29.1
％
」

と
い
う
結
果
で
、
こ
れ
は
世
界
と
比
較

し
て
も
２
位
の
イ
タ
リ
ア
の
「
23.6
％
」

を
５
％
以
上
も
引
き
離
し
て
独
走
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
（
以
下
図
表
２
参

照
）
。 

30
年
以
上
も
昔
か
ら
、「
少
子
化
対
策
」

の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

深
刻
度
は
増
す
ば
か
り…

。 

「
一
億
総
活
躍
」
と
声
高
ら
か
に
叫

ん
で
い
る
思
考
の
ま
ま
で
は
、
あ
る
意

味
「
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
」
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、
今
後
も
人
口

減
少
と
共
に
、
更
な
る
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
見
通
し
の
日
本
で
す
が
、
こ
れ

に
よ
り
労
働
力
の
減
少
と
、
医
療
や
介

護
な
ど
の
社
会
保
障
の
需
要
増
大
が

同
時
に
発
生
し
、
経
済
や
社
会
生
活
に

大
き
な
影
響
が
出
て
き
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
る
と
分

か
っ
て
い
て
も
、
よ
り
快
適
で
健
康
的

な
生
活
を
送
り
た
い
と
願
う
の
は
人

の
常
で
す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
対
策
と

い
っ
た
代
表
的
な
提
案
例
が
あ
り
ま

す
が
、
よ
り
一
層
高
齢
者
に
寄
り
添
う

住
ま
い
づ
く
り
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。 

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
弊
社
に
お

い
て
、
住
ま
い
手
事
情
に
合
わ
せ
た
骨

組
み
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
必
要

な
外
皮
性
能
に
応
じ
た
ス
カ
イ
パ
ネ

ル
（
壁
パ
ネ
ル
）
の
ご
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
現
場

の
省
施
工
化
へ
、
大
き
く
資
す
る
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。 

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

代
表
取
締
役 

金
澤 

和
孝 

（図表 2） 高齢者人口の割合（上位 10ヵ国・2021年） 

 

２
０
２
５
年
か
ら
の 

建
築
物
省
エ
ネ
法
改
正
に
向
け
て 

総務省統計局 「高齢者人口及び割合の推移（１９５０年～２０４０年）」を基に作成 
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①注文住宅や非住宅を担当しています。特殊な納まりや難易度の高い案件を主に

担当しています。 

②戴いた図面を忠実にデータに反映する事。 

そして、図面に記載のない事象も読み取り、且つ、法規的・構造的にクリアする 

ように納まりを提案する事を意識しています。 

③以前に比べて構造的に凝った作りの建物が多くなりましたが、ＣＡＤ入力者から

見た物件難易度は、これ以上難しくはならないと感じます。 

ただ、新しい規格(門型フレーム等)の商品は増え続けると思います。 

ＣAD 入力者の中でも随一の 

入力知識・テクニックの持ち主！ 

社内に限らず顧客からも信頼の 

厚い男！ 

M・Hさん 

①普段の業務内容 

②業務の中で意識している事 

③CAD入力者から見た 

現状の日本建築について 

 

ス
カ
イ
の
業
務
で
中
核
を
担
う 

Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
本
部
。 

今
回
は
そ
こ
で
活
躍
す
る 

技
術
者
の
う
ち
、
３
名
を
紹
介
し
ま
す
。 

年齢的、キャリア的にも部署内で中間に位置します！ 

控え目な性格だけど、物怖じせず芯が強い！ 

N・Yさん 

①主に東海地区の注文住宅を中心に担当しています。 

②図面を正確に読み取り、先方に対して見やすい図面を作成する事、さらには打合せ等で決まったことを図面に残

し、先方の意図と相違がないようにすることに意識をおいています。 

③新型コロナウイルスの感染拡大によって、以前より対面で打合せする機会が減りました。今後もこの状況が続く

と考えられる為、打合せの簡略化が必要だと感じます。 

CAD 入力者は、電話やメールで打合せが完結するように、今まで以上に分かり易い図面と簡潔な質疑で、打合

せを進めていく必要があると思います。 

産休・育休から復帰後、時短勤務にて業務を行っています！ 

両手を使いCAD入力とチェックを行う器用さが武器です！ 

K・Eさん 

①主に分譲物件を担当しています。連棟現場も多く、処理スピードが求められます！ 

②時短勤務の為、作業スピードを特に意識しています。CAD 操作では手も頭も早く動かし、チェックにおいては、左手で

図面にマークを入れながら、右手でデータを操作しています。両手を駆使できるのは、左利きの利点かもしれません。 

③入社した時の分譲物件は、分譲＝こだわり無しという認識が蔓延していました。ですが数年前から、分譲物件でも

“住宅性能評価”を取得するハウスメーカーが増え、その印象が大きく変わりました。 

今では細かな仕様・構造図付きも当たり前となり、住宅の「高い品質」が当然のごとく求められていると感じます。 

昨今頻発する自然災害に対しては「安全」を、コロナ禍のステイホームでは「快適」が求められ、今後も拍車をかけ

て住宅の品質向上が進むのではないでしょうか。 
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早
い
も
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
と
言
わ

れ
る
時
間
が
二
年
間
に
も
及
ぼ
う

と
し
て
い
る
。 

二
年
と
い
う
長
さ
は
、
幼
児
期
で

は
成
人
に
と
っ
て
の
十
年
以
上
に

も
匹
敵
す
る
だ
ろ
う
。 

各
世
代
に
と
っ
て
、
大
き
な
分
岐

と
な
る
重
要
な
時
間
帯
で
あ
る
こ

と
を
、
社
会
の
指
導
的
立
場
に
あ
る

人
達
に
は
、
強
く
認
識
し
て
こ
の
後

に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。 

 

さ
て
、
我
が
身
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
こ
の
巣
ご
も
り
は
、
様
々
な

ニ
ュ
ー
ス(

ほ
と
ん
ど
テ
レ
ビ
・
新

聞
だ
が)

に
触
れ
る
事
が
多
か
っ
た
。

又
、
何
十
年
も
前
か
ら
棚
ざ
ら
し
の

書
籍
を
引
っ
張
り
出
し
て
は
読
み

眺
め
て
、
あ
ら
た
め
て
新
鮮
な
感
想

を
得
る
事
に
も
な
っ
た
。 

 

例
え
ば
カ
ミ
ュ
の
「
ペ
ス
ト
」
、

小
松
左
京
の
「
復
活
の
日
」
は
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
を
題
材
と
し
た
も
の
だ

が
、
単
に
感
染
症
の
恐
怖
を
風
景
視

し
た
も
の
で
は
無
く
、
極
限
の
世
界

と
そ
の
後
に
臨
む
べ
き
人
の
姿
を
、

読
者
に
問
い
か
け
て
い
る
。 

又
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
バ
ー
の
代

表
的
な
著
書
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
」

は
、
近
代
資
本
主
義
形
成
に
於
け
る

キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
能
動
的
に

示
し
た
も
の
で
、
マ
ル
ク
ス
の
「
資

本
論
」
と
相
対
比
す
る
も
の
と
言
え

る
。 

 

資
本
主
義
と
は
何
か
、
な
ど
と
ボ

ン
ヤ
リ
考
え
て
い
た
ら
、
斎
藤
幸
平

と
い
う
三
十
代
の
社
会
学
者
の
書

い
た
「
※

人
新
世(

じ
ん
し
ん
せ
い)

の
資
本
論
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る

の
を
知
っ
た
。
主
題
は
資
本
主
義
経

済
活
動
と
地
球
温
暖
化
の
宿
命
的

帰
結
を
論
じ
て
い
る
の
だ
が
、
同
時

に
「
資
本
主
義
＝
自
由
主
義
」
で
は

な
い
事
も
明
確
に
論
じ
て
い
る
。
更

に
マ
ル
ク
ス
の
言
う
コ
ミ
ュ
ニ
ズ

ム
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
ロ
シ
ア
に
帰

結
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
こ

と
も
理
解
で
き
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。 

日
本
に
も
、
こ
う
い
う
新
鮮
な
学

者
・
学
論
が
出
て
来
た
事
を
、
大
変

嬉
し
く
思
う
。 

 

テ
レ
ビ
・
Ｂ
Ｓ
特
集
で
は
、
『
欲

望
の
資
本
主
義
・
「
生
き
残
る
た
め

の
倫
理
」
が
問
わ
れ
る
時
』
等
、
果

た
し
て
資
本
主
義
に
倫
理
は
あ
る

の
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
更
に
放
送
大
学
の
テ

レ
ビ
講
座
の
中
で
も
「
人
新
世
ク
ロ

ス
討
論
」
や
「
人
新
世
と
文
化
人
類

学
」
講
座
が
我
が
眼
を
啓
蒙
さ
せ
て

く
れ
る
。 

 

そ
も
そ
も
私
は
、
経
済
成
長
と
い

う
言
葉
に
胡
散
臭
さ
を
感
じ
て
き

た
。
無
限
の
成
長
な
ど
生
命
体
の
持

つ
正
常
な
思
考
で
は
な
い
、
と
思
っ

て
い
た
。
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
や
っ

と
、
あ
る
種
の
解
答
が
得
ら
れ
た
よ

う
で
嬉
し
い
。 

 

時
、
あ
た
か
も
政
治
の
季
節
と
な

り
、
虚
々
実
々
の
祭
り
騒
ぎ
が
こ
れ

か
ら
続
く
け
れ
ど
も
、
醜
悪
な
権
力

闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
群

が
る
メ
デ
ィ
ア
・
論
者
の
無
責
任
さ

を
、
暫
く
の
間
我
慢
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
と
気
が
滅
入
る
。 

ま
あ
、
兎
も
角
「
自
由
主
義
・
民

主
主
義
＝
資
本
主
義
」
と
い
う
社
会

思
想
と
経
済
体
制
を
混
同
す
る
よ

う
な
単
純
な
誤
解
だ
け
は
持
た
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

そ
し
て
、
必
ず
投
票
所
に
出
掛
け

ま
し
ょ
う
。 

 ※
人
新
世
＝
地
質
年
代
の
区
分
で
、
新

生
代
・
第
四
紀
・
完
新
世
の
次
に
来
る

時
代
。
産
業
革
命
以
後
を
指
す
。 

記
録
的
に
上
昇
し
た
米
国
市
場
の

木
材
価
格
は
急
落
し
、
そ
の
後
底
入

れ
し
て
い
ま
す
。 

底
堅
い
需
要
に
支
え
ら
れ
、
続
落

は
免
れ
た
よ
う
で
す
。 

欧
州
市
場
に
於
い
て
も
、
各
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
は
活
況
に
あ
っ
た
北
米
向

け
か
ら
欧
州
域
内
向
け
へ
の
供
給
に

シ
フ
ト
し
、
高
い
水
準
で
木
材
相
場

を
維
持
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
丸
太
の
消
費
大
国
で
あ
る

中
国
や
、
丸
太
輸
出
禁
止
措
置
を
と

る
ロ
シ
ア
の
今
後
の
動
向
に
よ
り
、

各
国
間
の
資
源
獲
得
競
争
は
再
び
激

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
注

視
が
必
要
で
す
。 

 

一
方
、
国
内
市
場
で
は
、
輸
入
品
か

ら
国
産
材
へ
の
代
替
需
要
が
集
中
し
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
急
騰
し
ま
し

た
。
量
の
補
填
は
難
し
く
、
未
だ
に

入
荷
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。 

主
要
ア
イ
テ
ム
の
多
い
輸
入
製
品

も
、
海
上
輸
送
で
の
物
流
悪
化
が
要

因
で
、
来
春
頃
迄
は
不
安
定
な
入
荷

が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

日
本
向
け
へ
の
供
給
量
は
未
だ
回

復
傾
向
に
な
く
、
価
格
も
一
部
微
調

整
さ
れ
る
程
度
で
当
分
高
値
の
相
場

が
続
く
見
通
し
で
す
。 

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
沈
静
化
は
ま

だ
先
の
よ
う
で
す
が
、
供
給
体
制
を

整
え
る
べ
く
引
続
き
集
荷
を
進
め
て

参
り
ま
す
。 

今
回
の
騒
動
に
よ
り
、
今
後
の
資

材
調
達
に
つ
い
て
見
直
し
を
す
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。 

特
に
材
料
集
荷
に
苦
労
さ
れ
た
皆

様
方
に
は
、「
木
材
は
代
替
可
能
性
の

高
い
資
材
で
は
あ
る
が
、
急
な
要
請

に
対
し
て
は
代
替
が
難
し
く
、
多
大

な
労
力
を
要
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、

改
め
て
再
認
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？ 

供
給
量
や
品
質
面
の
安
定
性
の
観

点
か
ら
、
今
後
も
海
外
製
品
を
主
体

に
調
達
し
て
い
く
事
は
や
む
を
得
な

い
の
で
す
が
、
木
材
自
給
率
を
上
げ

て
海
外
製
品
へ
の
依
存
度
を
抑
え
る

た
め
に
も
、
国
産
材
利
用
へ
転
換
促

進
は
不
可
欠
で
す
。 

今
後
も
国
内
外
産
の
木
材
が
有
効

且
つ
柔
軟
に
扱
え
る
為
に
も
、
極
端

な
樹
種
制
限
は
設
け
ず
、
可
能
な
限

り
樹
種
選
択
の
幅
を
広
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

資
材
部 

大
石 

新
也 

 

編 

集 

後 

記 
 

国
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
コ

ロ
ナ
の
収
束
に
少
し
の
光
が
見
え
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
た
だ
、
以
前
の
生

活
に
戻
れ
る
の
は
ま
だ
先
の
よ
う
で
、

収
束
し
た
ら
こ
れ
が
し
た
い
！
と
高

ま
る
気
持
ち
を
抑
え
る
毎
日
は
未
だ

続
き
そ
う
で
す
。 

直
近
の
国
内
及
び
国
際
的 

木
材
市
場
動
向
に
つ
い
て 

 
コ
ロ
ナ
禍
・暇
つ
ぶ
し
の
思
想
談
議  

～
二
度
と
来
な
い
自
粛
時
間
の
使
い
方
～ 

 

一
酔
三
幸
寮
主 


